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22,196,000
21,034,500

11,638,000

12,211,000
12,653,000 12,505,000

11,855,000

（単位：千円）

一般会計予算額

予算総額

12,903,000

地方譲与税
自動車取得税交付金
地方特例交付金  ほか
392,059（3.3）

普通建設事業費
908,292（7.7）単独事業費

588,871（5.0）
補助事業費
319,421（2.7）

貸付金
349,000（2.9）

積立金
37,148（0.3）

人件費
3,458,451
（29.2）

物件費
2,287,455
（19.3）

災害復旧事業費　901（0.0）
予備費　50,000（0.4）

※単位：千円、  （　）内は％を示す

維持補修費
 182,996（1.6）扶助費 1,774,658（14.9）

補助費等 
736,330（6.2）

議会費 182,509（1.5）

総務費
1,469,047
（12.4）

民生費
3,897,162
（32.9）

衛生費
1,285,762（10.9）農林水産業費 249,263（2.1）

商工費 382,035（3.2）

土木費
1,462,240
（12.3）

予備費 50,000（0.4）
諸支出金 80,000（0.7）

災害復旧費
901（0.0）

公債費 711,988（6.0）

教育費
1,281,920
（10.8）消防費

802,173（6.8）

公債費 
711,984（6.0）

歳出合計
11,855,000
（100.0）

繰出金
1,357,785（11.5）

歳出合計
11,855,000
（100.0）

歳入合計
11,855,000
（100.0）

  町税
  7,314,816
（61.7）

依存財源
3,130,308
（26.4）

自主財源
8,724,692
（73.6）

地方消費税交付金
410,000（3.5）

町債
690,000（5.8）

県支出金
620,985（5.2）

国庫支出金
1,017,264（8.6）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
622,527（5.2）

 

  

諸収入
501,411（4.3） 繰入金285,938（2.4）

その他

※単位：千円、  （　）内は％を示す

※単位：千円、  （　）内は％を示す

一般会計歳入構成図

　平成 �� 年度の当初予算総額は、�10 億 3,450
万円で、このうち町政運営の基本的な経費を計
上する一般会計は、長引く景気低迷の影響によ
り町税の減収が見込まれましたが、経常経費の
徹底した見直しや基金からの取り崩し、地方債
の活用などにより、118 億 5,500 万円の予算額と
なりました。
問い合わせ◆企画政策課財政班 ☎（内線）3�36

子育て支援と健康・
教育に配慮した
町民生活優先の予算

●（新）特別養護老人ホーム新設に対する助
成  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 33,600 千円
　高齢者介護サービスの基盤となる特別養
護老人ホームの整備に対して、平成 22・23
年度に助成を行います。（清川村との共同
計画事業）
●（新）高齢者サロンの設置促進 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 176 千円
　地域高齢者の情報交換や相談の場、ま
た地域住民の支え合いの場となる「高齢
者サロン」の設置を促進するため、介護
予防のための講師派遣などの支援を行い
ます。
●高齢者バス割引乗車券購入費助成事業 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 13,93� 千円
　高齢者の社会参加、健康づくり・生き
がいづくりの増進などを目的として、神
奈川中央交通（株）が販売する高齢者バ
ス割引乗車券「かなちゃん手形」の購入
費の一部を助成します。
●安全・安心まちづくり対策事業の実施 

 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 34,937 千円
　住民の誰もが安全に安心して暮らせる
まちづくりを推進するため、「安全・安
心まちづくり対策事業」のさらなる充実
を図ります。
・安全・安心まちづくりパトロールの実施
・インバーター式省エネ防犯灯の設置
●（新）高規格救急車両の購入（更新） 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 30,453 千円
　消防署本署の高規格救急車両を更新
し、救急体制の充実と強化を図ります。
●有害鳥獣対策事業  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . �6,70� 千円
　野生動物による農作物被害や生活被害
が深刻化しているため、電気柵の設置など
を行い、農作物などの被害防止に努めます。
●（新）（仮称）環境美化条例の制定 

 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 1�0 千円
　本町の自然と快適な生活環境を保全
し、清潔で美しいまちづくりを進めるた
め、（仮称）環境美化条例の制定に取り
組みます。

●住宅用太陽光発電設備設置への助成 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 5,600 千円
　太陽光発電設備の個人住宅への導入を
促進するため、設置費用の一部を助成しま
す。
●（新）電気自動車（EV）の軽自動車税を全
　  額免除
　環境への負荷が少ない電気自動車の普
及を促すため、電気自動車にかかる軽自動
車税を全額免除します。
●幣山下平線新設事業  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 335,044 千円
　平成 23 年４月の供用開始に向け、中津
川右岸の幣山地区から八菅山地区へ抜け
る幹線道路を整備します。
●雨水対策事業の推進 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3�,�93 千円（下水道特別会計）
　近年の集中豪雨などによる浸水被害の
軽減を図るため、半原地内の野尻排水区・
するすみ排水区の雨水対策事業を推進し
ます。

会計名 予算額 構成比 前年度との
比較増減率

一     般     会     計 11,855,000 千円 56.4% △    5.2%

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 5,221,000 千円 24.8% △    2.3%
後期高齢者医療 263,000 千円 1.2% △    4.4%
老　人　保　健 3,000 千円 0.0% △ 40.0%
介　護　保　険 1,678,500 千円 8.0% 3.2%
下 水 道 事 業 1,299,000 千円 6.2% △ 18.8%
小 　 　 　 　 計 8,464,500 千円 40.2% △    4.3%

企業
会計 水　道　事　業 715,000 千円 3.4% △ 15.1%

合　　計 21,034,500 千円 100.0% △    5.2%

各会計予算規模 予算の推移

特 集
平成　　　年度22
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●小児医療費助成の拡大  .  .  .  .  .  .  . 135,166 千円
　安心して子どもを産み育てることがで
きるよう、小学校 4 年生までの医療費の
自己負担分の全額助成を、本年 10 月から
小学校６年生までに拡大します。（所得制
限なし）
●（新）子ども手当支給事業  .  .  .  .  .430,988千円
　次世代の社会を担う子どもの健全育成
と子育て世帯の経済的負担軽減を図るた
め、中学校修了までの子どもを対象に、「子
ども手当」を支給します。
●（新）中津南保育園大規模改修事業 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 46,110 千円
　待機児童の解消と園児の安全・快適な
保育環境を提供するため、中津南保育園
の大規模改修工事を実施します。
●放課後児童クラブ事業の拡大 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .30,596 千円
　児童の健全育成と子育て支援を図るた
め、全小学校で実施している放課後児童
クラブで、新たに、土曜日・長期休業日（夏
休みなど）に早朝預かりを行います。

〈午前 8 時から 8 時 30 分まで：100 円〉
●（新）高等学校等通学助成事業 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 17,�60 千円
　高等学校などに就学している生徒の通
学に要する経費の一部を助成することに
より、家庭の経済的負担の軽減と公共交
通機関の利用促進を図ります。

・ バス通学助成金　　
　1 人当たり年額…18,000 円（在学中）

・ 自転車通学助成金　
　1 人当たり…20,000 円（在学中 1 回限り）
●中学校給食の実施  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .�6,547 千円
　生徒の健康増進、体位の向上と食育の
推進を図るため、弁当併用によるデリバ
リー方式により、全中学校で中学校給食
を運営します。

●小中学校施設整備事業  .  .  .  .  .  .  .  .  . 56,154 千円
・ 半原小学校普通教室等 FF ファンヒー

ター取替工事
・田代小学校放送機器交換工事
・ 高峰・中津第二小学校バックネット塗

装工事
・ 中津小学校普通教室ロッカー・黒板改

修工事【繰越明許費】
・菅原小学校音楽準備室防音壁設置工事
・愛川中学校南棟トイレ改修工事
・愛川東中学校防球ネット補修工事
・ 愛川中原中学校プール改修工事【繰越

明許費】
●（新）（仮称）新保健センター建設基本計
　 画の策定  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .1,961 千円
　保健サービスのより一層の充実を図る
ため、地域保健の拠点となる、（仮称）新
保健センター建設に向けた基本計画を策
定します。
●（新）地域巡回健康相談事業 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .�00 千円

　地域を巡回しながら健康に関する相談
や血圧測定、介護予防のための体操など
を実施し、健康づくり普及啓発の充実を
図ります。
●妊婦健康診査の公費負担  .  .  .  .  .  .14,994 千円
　妊婦健康診査の公費負担を実施し、妊
婦の健康管理に係る経済的負担の軽減を
図ります。
●がん検診委託事業  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .48,071 千円
　増加傾向にあるがんの予防や早期発見、
早期治療を図るため、がん検診を実施す
るとともに、特定の年齢に達した女性に
対して、無料クーポン券による女性特有
のがん検診を実施します。
●重度・中度障害者医療費助成事業 
 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 133,655 千円
　重度・中度障害者の健康保持、経済的
負担の軽減を図るため、医療費の自己負
担分を全額助成します。（所得制限・年齢
制限なし）

税　目 予算額 前年度との
比較増減率

町民税（個人） 2,217,402 千円 △    3.9%

町民税（法人） 421,000 千円 △ 58.2%

固定資産税 3,895,374 千円 0.6%

軽自動車税 75,347 千円 2.8%

町たばこ税 300,374 千円 5.7%

都市計画税 405,319 千円 0.4%

合　計 7,314,816 千円 △    8.0%

議会費 4,198 円

総務費 33,788 円

民生費 89,633 円

衛生費 29,572 円

農林水産業費 5,733 円

商工費 8,787 円

土木費 33,631 円

消防費 18,450 円

教育費 29,484 円
その他
  （災害復旧費・  公債費・
諸支出金・予備費）

19,386 円

※2月1日現在の人口43,479人で算出

地方譲与税
自動車取得税交付金
地方特例交付金  ほか
392,059（3.3）

普通建設事業費
908,292（7.7）単独事業費

588,871（5.0）
補助事業費
319,421（2.7）

貸付金
349,000（2.9）

積立金
37,148（0.3）

人件費
3,458,451
（29.2）

物件費
2,287,455
（19.3）

災害復旧事業費　901（0.0）
予備費　50,000（0.4）

※単位：千円、  （　）内は％を示す

維持補修費
 182,996（1.6）扶助費 1,774,658（14.9）

補助費等 
736,330（6.2）

議会費 182,509（1.5）

総務費
1,469,047
（12.4）

民生費
3,897,162
（32.9）

衛生費
1,285,762（10.9）農林水産業費 249,263（2.1）

商工費 382,035（3.2）

土木費
1,462,240
（12.3）

予備費 50,000（0.4）
諸支出金 80,000（0.7）

災害復旧費
901（0.0）

公債費 711,988（6.0）

教育費
1,281,920
（10.8）消防費

802,173（6.8）

公債費 
711,984（6.0）

歳出合計
11,855,000
（100.0）

繰出金
1,357,785（11.5）

歳出合計
11,855,000
（100.0）

歳入合計
11,855,000
（100.0）

  町税
  7,314,816
（61.7）

依存財源
3,130,308
（26.4）

自主財源
8,724,692
（73.6）

地方消費税交付金
410,000（3.5）

町債
690,000（5.8）

県支出金
620,985（5.2）

国庫支出金
1,017,264（8.6）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
622,527（5.2）

 

  

諸収入
501,411（4.3） 繰入金285,938（2.4）

その他

※単位：千円、  （　）内は％を示す

※単位：千円、  （　）内は％を示す

地方譲与税
自動車取得税交付金
地方特例交付金  ほか
392,059（3.3）

普通建設事業費
908,292（7.7）単独事業費

588,871（5.0）
補助事業費
319,421（2.7）

貸付金
349,000（2.9）

積立金
37,148（0.3）

人件費
3,458,451
（29.2）

物件費
2,287,455
（19.3）

災害復旧事業費　901（0.0）
予備費　50,000（0.4）

※単位：千円、  （　）内は％を示す

維持補修費
 182,996（1.6）扶助費 1,774,658（14.9）

補助費等 
736,330（6.2）

議会費 182,509（1.5）

総務費
1,469,047
（12.4）

民生費
3,897,162
（32.9）

衛生費
1,285,762（10.9）農林水産業費 249,263（2.1）

商工費 382,035（3.2）

土木費
1,462,240
（12.3）

予備費 50,000（0.4）
諸支出金 80,000（0.7）

災害復旧費
901（0.0）

公債費 711,988（6.0）

教育費
1,281,920
（10.8）消防費

802,173（6.8）

公債費 
711,984（6.0）

歳出合計
11,855,000
（100.0）

繰出金
1,357,785（11.5）

歳出合計
11,855,000
（100.0）

歳入合計
11,855,000
（100.0）

  町税
  7,314,816
（61.7）

依存財源
3,130,308
（26.4）

自主財源
8,724,692
（73.6）

地方消費税交付金
410,000（3.5）

町債
690,000（5.8）

県支出金
620,985（5.2）

国庫支出金
1,017,264（8.6）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
622,527（5.2）

 

  

諸収入
501,411（4.3） 繰入金285,938（2.4）

その他

※単位：千円、  （　）内は％を示す

※単位：千円、  （　）内は％を示す

一般会計歳出（目的別）構成図一般会計歳出（性質別）構成図

町税の内訳　主な事業　　
　※（新）は本年度の新規事業

一般会計歳出（目的別）予算
の町民 1 人当たりの内訳
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皆
さ
ん
の
活
動
を
応
援
し
ま
す

～
あ
い
か
わ
町
民
活
動
応
援
事
業
～

　

ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
町

民
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
、
公
益
性
の
高
い

活
動
を
応
援
す
る
た
め
「
あ
い
か
わ
町
民

活
動
応
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、町
民
皆
さ
ん
が
新
た
に
企
画
・

立
案
し
、
自
ら
実
施
す
る
自
主
的
・
自
立

的
な
非
営
利
の
活
動
に
対
し
て
、
費
用
の

補
助
を
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
活
動
は
、
書
類
審

査
お
よ
び
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り

採
否
を
決
定
し
ま
す
。

　

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
◆
主
に
町
内
で
公
益
活
動
を
行

う
３
人
以
上
の
団
体

対
象
事
業
◆
環
境
美
化
、
子
育
て
・
高
齢

者
支
援
な
ど
町
民
皆
さ
ん
の
利
益
に
つ
な

が
る
活
動
で
、
提
案
団
体
が
新
た
に
行
う

も
の
。
た
だ
し
、
営
利
、
宗
教
を
目
的
と

す
る
活
動
や
政
治
的
な
活
動
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※�

設
立
後
３
年
未
満
の
団
体
が
初
め
て
応

募
す
る
場
合
は
、「
ス
タ
ー
ト
応
援
補
助
」

に
の
み
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応
募
方
法
◆
所
定
の
申
込
書
に
、
事
業
計

画
書
・
収
支
予
算
書
な
ど
必
要
な
書
類
を

添
え
て
、
行
政
推
進
課
に
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

申
込
書
類
の
配
布
場
所
◆
行
政
推
進
課
、

半
原
・
中
津
出
張
所
、
文
化
会
館
、
ラ
ビ

ン
プ
ラ
ザ
、
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
、
町
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

応
募
締
め
切
り
◆
４
月
30
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
◆
行
政
推
進
課
行
政
管
理
班

☎
（
内
線
）
３
２
４
４

フ
ァ
ク
ス　

２
８
６-

５
０
２
１

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gyousei@
tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

町
職
員（
栄
養
士
）を
募
集
し
ま
す

　

本
年
度
途
中
で
採
用
予
定
の
町
職
員

（
栄
養
士
）
を
募
集
し
ま
す
。
受
験
案
内

と
申
込
用
紙
は
、
４
月
15
日
（
木
）
か

ら
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
正
午
お
よ

び
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
）。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
◆
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
務
課
へ
本
人
が
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
◆
４
月
23
日（
金
）・
24
日（
土
）・

26
日
（
月
）
の
午
前
９
時
～
正
午
お
よ

び
午
後
１
時
～
５
時

試
験
日
◆
５
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
◆
総
務
課
総
務
班
☎（
内
線
）

補助区分 内容 対象団体 補助金額 交付回数

スタート
応援補助

団体の自立を促
進し、活動を軌
道に乗せるため
の事業に対する
補助

設立後3年
未満の団体 10 万円以内

1団体につき
3回まで

（同一事業に
限る）

ステップ
アップ
応援補助

団体の活動を充
実、発展させる
ための事業に対
する補助

設立後１年
以上の団体

補助対象経
費 の10分 の
8以 内（ 限 度
額30万円）

1事業につき
3回まで

応募区分◆

「
子
ど
も
手
当
」の
支
給
が
始
ま
り
ま
す

　

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健

全
育
成
と
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
手
当
」

の
支
給
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者
◆
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者

支
給
額
◆
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
、
月
額

１
万
３
千
円
（
所
得
制
限
な
し
）

支
給
時
期
◆
６
月
・
10
月
・
２
月
の
年
３

回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
を
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
方
法
◆
４
月
下
旬
に
対
象
世
帯
へ
申

請
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉

班
☎
（
内
線
）
３
３
６
３
・
３
３
６
５

試験区分 受験資格 募集人数

栄養士
昭和50年4月2日以降に
生まれた人で、栄養士
の資格がある人

若干名

３
２
１
５　
（
有
線
）
４
８
６
２
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電
気
自
動
車
の

急
速
充
電
器
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
走

行
時
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
電

気
自
動
車
の
普
及
を
推
進
す
る
た
め
、
役

場
分
館
東
側
に
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電

器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

電
気
自
動
車
の
充
電
に
は
、
家
庭
用

の
コ
ン
セ
ン
ト
で
は
７
時
間
か
ら
14
時

間
か
か
り
ま
す
が
、
こ
の
急
速
充
電
器

は
、
電
池
容
量
の
８
割
ま
で
約
15
分
か

ら
30
分
で
充
電
で
き
ま
す
。（
急
速
充
電

器
は
、
８
割
充
電
し
た
時
点
で
停
止
し

ま
す
）

　

対
応
す
る
電
気
自
動
車
を
利
用
し
て

い
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

利
用
日
時
◆
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
を
除

く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

利
用
者
負
担
◆
当
面
、
急
速
充
電
に
か
か

る
費
用
は
徴
収
し
ま
せ
ん
。

設
置
場
所
◆
役
場
分
館
（
旧
消
防
庁
舎
）

の
東
側
（
文
化
会
館
側
）

利
用
方
法
◆
ご
利
用
の
際
に
、
役
場
本
庁

舎
２
階
の
管
財
契
約
課
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。（
事
前
申
し
込
み
な
ど
は
不
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
◆
管
財
契
約
課
管
財
班
☎

（
内
線
）
３
２
６
２

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
以
上
の
方
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
、
納
付
が
困
難
な
学
生
は
、
申
請
に

よ
り
在
学
中
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
◆
前
年
の
所
得
が
１
１
８
万
円

以
下
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

学
生
。
た
だ
し
、
扶
養
親
族
や
社
会
保

険
料
控
除
な
ど
が
あ
る
方
は
、
基
準
と

な
る
所
得
が
異
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
校
◆
大
学
（
大
学
院
）、

短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
な
ど
で
、
夜
間
・
定

時
制
課
程
や
通
信
課
程
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

承
認
期
間
◆
１
年
度
ご
と
の
承
認
で
す
。

（
平
成
22
年
度
の
承
認
は
、
平
成
22
年
４

月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で
の
分
）

申
請
場
所
◆
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
上
、

国
保
医
療
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

通
っ
て
い
る
学
校
で
も
申
請
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
年
金
手
帳

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
写
し
可
）

・�

失
業
し
た
場
合
は
、
離
職
票
・
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど
。

※�

代
理
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
本

人
の
委
任
状
と
印
鑑
、
代
理
人
の
身
分

を
証
す
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

も
必
要
で
す
。

平
成
22
年
度
の
申
請
期
間
◆
４
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
４
月
末
日
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
で
20
歳
に
な

る
方
は
、
そ
の
前
日
か
ら
申
請
が
で
き

ま
す
。
申
請
が
遅
れ
、
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
を
満
た
さ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

２
年
度
目
以
降
の
申
請
は
、
４
月
以
前

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く
申
請
書
（
は

が
き
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
届
か
な
い
場
合
は
国

保
医
療
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
の
申
請
期
限
◆
今
月
末
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
る
と
、

そ
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

老
後
の
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
10
年
以
内
の
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
を
納

付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目

（
平
成
22
年
度
の
承
認
期
間
の
場
合
、
平

成
25
年
度
）
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す

る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当
時
の

保
険
料
に
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
用
納
付
書
の
発
行
は
、
厚
木
年

金
事
務
所
か
町
国
保
医
療
課
で
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
厚
木
年
金
事
務
所
☎

２
２
３-

７
１
７
１
ま
た
は
町
国
保
医
療

国
保
年
金
班
☎
（
内
線
）
３
３
７
４
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町
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付　

主
幹
級
以
上　
（　

）は
前
職

   

部
長
級
昇
格

総
務
部
長　

小
野
澤
豊
（
同
参
事
兼
企
画
政
策
課
長
）

環
境
経
済
部
長　

斎
藤
誠
（
総
務
部
参
事
兼
総
務
課
長
）

議
会
事
務
局
長　

小
宮
清
志
（
水
道
事
業
所
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

大
貫
佳
孝
（
同
局
長
）

消
防
長　

小
島
治
重（
消
防
本
部
参
事
兼
消
防
防
災
課
長
）

   

部
長
級
異
動

教
育
次
長　

沼
田
卓
（
環
境
経
済
部
長
）

   

参
事
級
昇
格

民
生
部
参
事
兼
福
祉
支
援
課
長

榎
本
守
（
税
務
課
長
）

建
設
部
参
事
兼
都
市
施
設
課
長

後
藤
徹
（
下
水
道
課
長
）

教
育
委
員
会
参
事
兼
教
育
総
務

課
長　

河
内
健
二
（
同
課
長
）

水
道
事
業
所
長　

長
嶋
忠
雄
（
生
涯
学
習
課
長
）

   
課
長
級
昇
格

企
画
政
策
課
長　

大
成
敦
夫
（
同
専
任
主
幹
）

監
査
委
員
事
務
局
長　

井
上
政
春
（
環
境
課
専
任
技
幹
）

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
長　

近
藤
史
朗
（
税
務
課
専
任
主
幹
）

消
防
本
署
警
備
第
２
課
長　

石
井
利
明
（
本
署
第
２
警
備
隊
長
）

健
康
長
寿
課
専
任
主
幹　

和
田
弘
之
（
同
主
幹
）

環
境
課
専
任
主
幹　

沼
田
孝
作
（
同
主
幹
）

消
防
半
原
分
署
第
２
警
備
隊
長

奈
良
隆
敏
（
同
隊
長
）

   

課
長
級
異
動

総
務
課
長　

吉
川
進
（
福
祉
支
援
課
長
）

税
務
課
長　

古
座
野
義
夫
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

下
水
道
課
長　

井
上
武
雄
（
都
市
施
設
課
長
）

生
涯
学
習
課
長　

大
八
木
尚
一
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
長
）

事
業
系
の
ご
み（
一
般
廃
棄
物
）

処
理
手
数
料
改
定
の
お
知
ら
せ

消
防
防
災
課
長　

沼
田
直
己
（
消
防
署
長
）

消
防
署
長　

吉
川
正
美
（
本
署
警
備
第
２
課
長
）

消
防
本
署
副
署
長
兼
警
備
第
１

課
長　

成
瀬
英
男
（
本
署
警
備
第
１
課
長
）

   

主
幹
級
昇
格

総
務
課
広
報
広
聴
班
主
幹　

片
岡
由
美
（
同
副
主
幹
）

税
務
課
資
産
税
班
主
幹　

中
村
健
二
（
行
政
推
進
課
副
主
幹
）

　

７
月
１
日
か
ら
、
美
化
プ
ラ
ン
ト
に
持

ち
込
ま
れ
る
事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
処
理

手
数
料
を
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
20
円

か
ら
23
円
に
改
定
し
ま
す
。

　

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
と
は
、
店
舗
・

会
社
・
工
場
・
事
務
所
な
ど
か
ら
、
事
業

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
う
ち
、

産
業
廃
棄
物
以
外
の
も
の
を
い
い
ま
す
。

事
業
系
ご
み
は
収
集
所
に
出
せ
ま
せ
ん

　

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
は
、
地
域
の
ご

み
収
集
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
店
舗
併
用

住
宅
な
ど
個
人
商
店
の
場
合
で
も
、
店
舗

の
ご
み
は
事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
と
な
り

ま
す
の
で
収
集
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
家

庭
ご
み
と
は
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
系
ご
み
は
自
ら
美
化
プ
ラ
ン
ト
な
ど
へ

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
や
町
の
条
例
に
よ
り
、
事
業
活
動

に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
は
、
事
業
者
が

自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
で
収
集
す
る
の
は
一
般

家
庭
の
日
常
生
活
か
ら
発
生
す
る｢

家
庭

ご
み｣

の
み
で
、
事
業
系
ご
み
は
収
集
対

象
外
で
す
。
事
業
系
ご
み
は
直
接
美
化
プ

ラ
ン
ト
へ
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
許
可
業
者
に
委
託
し
て
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

　

直
接
美
化
プ
ラ
ン
ト
に
持
ち
込
む
場
合

は
、
搬
入
時
間
や
ご
み
の
種
類
な
ど
を

事
前
に
美
化
プ
ラ
ン
ト
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
環
境
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
系
の
資
源
ご
み
も
リ
サ
イ
ク
ル
を

　

紙
類
、
缶
、
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

資
源
ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
立
派
な
資
源
と
な
り

ま
す
。
納
入
業
者
や
資
源
回
収
業
者
に
引

き
取
り
を
依
頼
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

個
人
情
報
の
記
載
さ
れ
た
用
紙
や
機
密

文
書
に
つ
い
て
も
破
砕
処
理
す
る
業
者
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
環
境
課
廃
棄
物
対
策
班
☎

（
内
線
）
３
５
１
２
、
美
化
プ
ラ
ン
ト
☎

２
８
１-

２
２
５
８
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子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
班
主

幹伊
従
芳
昭
（
同
副
主
幹
）

環
境
課
（
厚
木
愛
甲
環
境
施
設

組
合
）
主
幹　

城
所
浩
章
（
都
市
施
設
課
副
主
幹
）

下
水
道
課
工
務
班
技
幹　

大
貫
健
（
同
副
技
幹
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
幹

小
倉
正
（
同
副
主
幹
）

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
主
幹　

佐
野
昌
美
（
同
副
主
幹
）

本
署
警
備
第
１
課
第
１
救
急
分

隊
長

伊
従
彰
芳
（
半
原
分
署
第
２
救
急
分
隊
長
）

本
署
警
備
第
２
課
第
２
救
急
分

隊
長

内
藤
肇
（
本
署
第
１
救
急
分
隊
長
）

   

主
幹
級
異
動

企
画
政
策
課
財
政
班
主
幹　

柏
木
徹
（
会
計
課
主
幹
）

美
化
プ
ラ
ン
ト
所
長　

小
宮
一
美
（
農
政
課
主
幹
）

農
政
課
農
政
班
主
幹　

大
貫
啓
司
（
美
化
プ
ラ
ン
ト
所
長
）

会
計
課
会
計
班
主
幹　

中
丸
保
行
（
行
政
推
進
課
主
幹
）

田
代
保
育
園
園
長　

大
矢
敏
代
（
中
津
保
育
園
園
長
）

中
津
保
育
園
園
長　

林
綾
子
（
ひ
ま
わ
り
の
家
園
長
）

消
防
防
災
課
予
防
警
備
班
主
幹

荻
田
茂
（
本
署
第
１
救
助
隊
長
）

本
署
警
備
第
１
課
第
１
救
助
隊
長

石
川
省
吾
（
消
防
防
災
課
主
幹
）

本
署
警
備
第
２
課
第
２
警
備
隊
長

近
藤
良
（
同
救
急
隊
長
）

半
原
分
署
第
１
救
急
隊
長　

熊
坂
文
好
（
本
署
第
２
救
急
分
隊
長
）

半
原
分
署
第
１
消
防
分
隊
長　

小
島
宏
一
（
消
防
防
災
課
主
幹
）

半
原
分
署
第
２
救
急
隊
長　

細
樅
洋
（
分
署
第
１
救
急
隊
長
）

水
道
事
業
所
工
務
班
技
幹　

小
清
水
一
男
（
田
代
運
動
公
園
技
幹
）

   

任
期
満
了
に
よ
る
退
任
（
３
月
31
日
付
）

井
上
淨
二
（
副
町
長
）

   
定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

諏
訪
部
俊
明
（
総
務
部
長
）

細
野
洋
一
（
議
会
事
務
局
長
）

伊
従
正
博
（
教
育
次
長
）

斉
藤
増
雄
（
消
防
長
）

甘
利
数
代
（
田
代
保
育
園
園
長
）

柳
川
隆
市
（
中
津
出
張
所
長
）

成
井
恵
美
子
（
中
津
第
２
小
学
校
調
理
員
）

松
村
啓
子
（
菅
原
小
学
校
調
理
員
）

 

教
職
員
の
人
事
異
動

転
任
・
転
入（
４
月
１
日
付
）（　
）は
、
前
任
校
な
ど

▼
中
津
小
学
校

土
屋
憲
司
（
厚
木
市
立
三
田
小
）・
添
野

広
恵
（
新
採
用
）・
菊
池
崇
徳
（
新
採
用
）

▼
高
峰
小
学
校

教
頭　

落
合
清
春
（
厚
木
市
立
北
小
教

頭
）・
石
橋
照
美
（
半
原
小
総
括
教
諭
）・

久
保
田
耕
平
（
厚
木
市
立
玉
川
小
）・
齊

藤
愛
（
新
採
用
）

▼
田
代
小
学
校

教
頭　

岩
満
憲
夫
（
清
川
村
立
宮
ケ
瀬
小

教
頭
）・
工
藤
敏
朗
（
清
川
村
立
緑
小
総
括

教
諭
）・
霜
島
裕
介
（
半
原
小
）

▼
半
原
小
学
校

校
長　

荻
田
誠
（
田
代
小
校
長
）・
栗
山

和
孝（
清
川
村
立
緑
中
）・
花
上
美
智
子（
中

津
第
二
小
）・
小
川
英
明
（
新
採
用
）

▼
中
津
第
二
小
学
校

斉
藤
美
香
（
菅
原
小
）・
小
室
さ
ち
子
（
半

原
小
）・
安
原
行
市
（
菅
原
小
総
括
事
務
主

査
）・
松
井
渉
（
新
採
用
）・
小
田
香
織
（
新

採
用
）

▼
菅
原
小
学
校

教
頭　

高
柳
俊
彦
（
厚
木
市
立
戸
室
小
教

頭
）・
小
川
哲
子
（
高
峰
小
）・
原
知
子
（
中

津
第
二
小
）・
鈴
木
久
美
子
（
厚
木
市
立
清

水
小
）・
末
光
祥
子
（
相
模
原
市
立
根
小
屋

小
栄
養
技
師
）・
岩
崎
奈
央
（
新
採
用
）・

菅
原
大
輔
（
新
採
用
・
事
務
）

▼
愛
川
東
中
学
校

教
頭　

石
井
輝
夫
（
愛
川
中
教
頭
）・
山

岸
卓
也
（
厚
木
市
立
藤
塚
中
総
括
教
諭
）・

志
村
克
己
（
厚
木
市
立
相
川
中
）・
岡
田

渉
（
厚
木
市
立
玉
川
中
）・
関
原
つ
か
さ
（
厚

木
市
立
藤
塚
中
）・
栗
山
真
紀
（
愛
川
中
原

中
養
護
教
諭
）・
本
多
弘
幸
（
新
採
用
）・

関
岡
咲
弥
（
新
採
用
）

▼
愛
川
中
学
校

教
頭　

小
島
一
浩
（
清
川
村
立
宮
ケ
瀬
中

教
頭
）・
津
國
洋
和
（
新
採
用
）・
横
内

健
（
新
採
用
）

▼
愛
川
中
原
中
学
校

教
頭　

日
向
真
佐
枝
（
厚
木
市
立
厚
木

中
教
頭
）・
森
信
久
美
子
（
厚
木
市
立
藤
塚

中
）・
五
十
嵐
勇
介
（
愛
川
高
校
）・
川

勾
睦
（
厚
木
市
立
玉
川
中
）・
松
本
光
（
新

採
用
）

昇
任
（
４
月
１
日
付
）（　

）は
、
前
任
校
な
ど

▼
中
津
小
学
校

総
括
教
諭　

須
田
光
江
（
同
校
教
諭
）

▼
田
代
小
学
校

校
長　

西
方
智
子
（
同
校
教
頭
）

▼
半
原
小
学
校

総
括
教
諭　

小
林
悦
子
（
同
校
教
諭
）・

総
括
教
諭　

前
川
典
子
（
高
峰
小
教
諭
）

▼
中
津
第
二
小
学
校

教
頭　

持
丸
茂
樹
（
愛
川
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
主
事
）

▼
愛
川
東
中
学
校

校
長　

中
村
正
（
菅
原
小
教
頭
）・
総
括

教
諭　

菊
地
康
生
（
同
校
教
諭
）

▼
愛
川
中
学
校

総
括
教
諭　

三
浦
孝
一
（
同
校
教
諭
）

▼
愛
川
中
原
中
学
校

校
長　

四
戸
岸
俊
彦
（
同
校
教
頭
）

転
出
（
３
月
31
日
付
）（　

）は
、
新
任
校
な
ど

▼
中
津
小
学
校

内
藤
め
ぐ
み
（
厚
木
市
立
清
水
小
）

▼
高
峰
小
学
校

教
頭　

木
下
邦
彦
（
厚
木
市
立
飯
山
小
教

頭
）▼

田
代
小
学
校

中
丸
真
由
実
（
清
川
村
立
宮
ケ
瀬
小
教
頭
・

昇
任
）・
賴
住
雅
人
（
厚
木
市
立
上
依
知
小
）

▼
半
原
小
学
校

役
山
由
里
子
（
厚
木
市
立
南
毛
利
小
）

▼
中
津
第
二
小
学
校

教
頭　

上
田
健
次
（
厚
木
市
立
森
の
里
小

教
頭
）

▼
菅
原
小
学
校

石
川
容
子
（
厚
木
市
立
厚
木
第
二
小
）・

舘
森
純
子
（
清
川
村
立
緑
小
栄
養
教
諭
）

▼
愛
川
東
中
学
校

教
頭　

中
村
賢
（
清
川
村
立
宮
ケ
瀬
中
教

頭
）・
嶋
野
智
文
（
相
模
原
市
立
串
川
中
総

括
教
諭
）・
宮
﨑
京
子
（
厚
木
市
立
相
川
中
）・

島
紀
子
（
厚
木
市
立
小
鮎
中
）・
大
石
玲
（
厚

木
市
立
睦
合
東
中
）

▼
愛
川
中
学
校

渥
美
廣
剛
（
厚
木
市
立
相
川
中
総
括
教
諭
）・

宮
﨑
勇
弥
（
厚
木
市
立
睦
合
中
）・
大
久

保
利
子（
座
間
養
護
学
校
）・
平
井
昭
仁（
厚

木
市
立
依
知
中
）

▼
愛
川
中
原
中
学
校

渡
邉
ゆ
う
（
大
原
高
校
）・
徳
永
千
佳

代
（
厚
木
市
立
森
の
里
中
）・
石
井
智
子
（
愛

川
高
校
）

　

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

粟
野
進
（
半
原
小
校
長
）・
中
村
佐
惠
子

（
中
津
小
教
諭
）・
山
口
利
通
（
中
津
第
二

小
事
務
主
幹
）・
平
野
光
治
（
愛
川
東
中
校

長
）・
杉
山
薫
（
愛
川
中
原
中
校
長
）・
竹

村
和
子
（
愛
川
中
原
中
教
諭
）
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  犬・猫はマナーを守って飼いましょう

　犬や猫を飼う場合は、周りに迷惑
を掛けない心配りとしつけが大切です。
近所の皆さんが犬や猫の好きな方とは
限りません。責任を持って飼いましょう。
〈飼い主の責任〉
●�犬の放し飼いはやめましょう。
　散歩のときも、引き綱を必ず付け
ましょう。
●排せつのしつけをしましょう。
　散歩中、「ふん」をしたときは必ず
持ち帰りましょう。
●鳴き声・悪臭にご用心！
　むだほえしないようにしつけましょ
う。飼っている場所を清潔にしましょう。
●野良犬・野良猫に餌を与えている方へ
　餌を与えると飼い主とみなされま
す。餌を与えている方は、責任を持っ
て正しく飼いましょう。
問い合わせ◆環境課環境対策班☎（内
線）3513

   町民活動サポートセンター
   開所時間が変わりました 

　4月1日から、町民活動サポートセ
ンターの開所時間が変わりました。
皆さんのご利用をお待ちしています。
問い合わせ◆行政推進課行政管理班
☎（内線）3244

開所
時間

・火曜・木曜・金曜・土曜日
��午前9時30分から午後9時まで
・月曜・日曜日および祝日
��午前9時30分から午後5時まで

休所日
・�毎週水曜日、年末年始、施設�
点検日
※以前と変更はありません

   「“子ども読書の日”にちなんだ
  おはなしかい」の開催 

　4月23日は「子ども読書の日」です。
図書館では「“子ども読書の日”にちな

 イ　ン　フ　ォ　メ ー　シ　ョ　ン

4月24日（土）・25日（日）
午前�時30分～午後5時

今月の休日納税・相談窓口

役場１階税務課で、町県民税・固定
資産税・軽自動車税・国民健康保険
税・介護保険料・後期高齢者医療保
険料が納められます。

※会場は役場相談室です。
※�法律相談は弁護士が対応します。予約は、相談日の7日前から開始します。
※司法書士法律相談は、民事に関する紛争で、紛争の目的の価額が140万円を超えないものに限ります。

  町民相談　    　　　    問 住民課住民相談班　☎（内線）3319
種　類 日　程

法律相談�《完全予約制》 2日（金）・15日（木）　午前10時～午後3時
※5月は7日（金）･20日（木）

司法書士法律相談 14日（水）　午後１時～４時

消費生活相談 1日・5日・8日・12日・15日・19日・22日・26日　
午前10時～午後4時

交通事故相談 28日（水）　午後１時～４時

行政書士相談 8日（木）　午後１時～４時

多重債務相談 21日（水）　午後１時～４時

来所相談 毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時

出張相談
●レディースプラザ　��12日（月）
●ラビンプラザ　　　19日（月）
いずれも午前9時～午後4時

電話相談 平日　午前9時～午後4時

  教育相談　    　    問 教育開発センター　☎（直通）206-1061

※不登校・校外活動・非行・就学相談など

　
図書館だより
話題の本

▼桜遍路　　　　　　�������　津村節子

▼オール・マイ・ラヴィング　���岩瀬成子�

▼てぃだかんかん　　�� ��������� 金城浩二

▼花守の話�����������　���������� ��� �柏葉幸子

▼通学路の草花えほん　��大島加奈子

▼せかいのこんにちは�����������新井洋行

んだおはなしかい」を開催します。
日時◆４月24日（土）午前10時30分～
会場◆文化会館1階　リハーサル室
内容◆ボランティアサークル「おはな
したんぽぽ」による絵本の読み聞か
せ、手あそびなど
入場◆無料
※�事前の申し込みは必要ありませんの
で、当日直接会場へお越しください。
問い合わせ◆図書館☎（直通）285－
6963

午前9時30分～午後6時

☎（直通）2�5ー6963

開館時間

問い合わせ
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号公園・中津工業団地第2号公園・坂本
運動場・坂本体育館・志田運動場・小沢
ソフトボール場
※�厚木市・清川村のスポーツ施設も抽
選予約できます。
※�愛川町の施設を2回無断キャンセル
すると半年間予約ができなくなり
ます。
問い合わせ◆スポーツ・文化振興課☎
（直通）285-6958

   町火災予防条例の一部改正（案）へ
  ご意見を（パブリック・コメント手続）

　カラオケボックスなどの個室型店

 イ　ン　フ　ォ　メ ー　シ　ョ　ン

  スポーツ施設の抽選予約

　スポーツ施設の利用予約は、スポー
ツ施設予約システムをご利用ください。

今月の抽選予約 抽選結果

7月利用分 5月2日（日）

　当選者は5月末日までに本予約を
行ってください。末日までに本予約
をしなかった場合は、翌日から空き
施設として開放します。
予約できるスポーツ施設◆田代運動
公園・三増公園（テニスコートのみ）・
第１号公園体育館・中津工業団地第1

文 化 会 館  催 し 案 内
◆ホール

月日 催　し 開演 終演 主　催 入  場

4/11
（日）

あんだんて
ピアノの会

発表会
12:00 16:00

あんだんて
ピアノの会

熊沢
☎ 090-1998-2850

無料
（先着535人）

4/19
（月）

平成 22 年度
厚木愛甲地区

中学校教育研究会
定期総会

13:30 16:00

厚木愛甲地区
中学校教育研究会

厚木市立玉川中学校
☎ 046-248-0329

関係者

4/25
（日）

琴心流大正琴
心のふれあい

コンサート
12:30 15:30 奈須忠信

☎ 042-746-7108
無料

（先着535人）

◆展示

期間 催　し 主　催 備   考

4/3（土）

～

4/21（水）

平成 22 年度
新春かきぞめ
上位入選展

溪石書道会
梅沢

☎ 285-0656

初日は 13:00 から
最終日は 16:00 まで

※�展示会場はすべて1階で、入場は無料です。通常の展示時間は午前9時か
ら午後5時までです。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

舗で、利用者が安全に避難できる状
況を確保することを目的に、町火災予
防条例の一部改正を予定しています。
　このたび改正案がまとまりました
ので、皆さんからのご意見を募集し
ます。
改正案の閲覧場所◆4月9日（金）から、
役場１階町政情報コーナー、半原出
張所、中津出張所、文化会館、ラビ
ンプラザ、レディースプラザ、町ホー
ムページで閲覧できます。
意見の募集期間◆4月9日（金）～ 30日
（金）
意見の提出方法◆閲覧場所に備えて
ある所定の用紙に必要事項を記入し、
消防防災課へ直接お持ちいただくか、
郵送・ファクス・電子メールのいずれ
かの方法でお送りください。
問い合わせ◆消防防災課予防警備班
☎（内線）3712・3713
電子メールアドレス　syoubou@town.
aikawa.kanagawa.jp

  春の全国交通安全運動
  4月6日（火）～ 15日（木）

　4月は、入学・入園など新生活が始
まる季節でもあります。多くの人が
新しい生活をスタートするこの時期
こそ、一人一人が交通安全について
考え、交通安全の心を芽吹かせましょ
う。
◆スローガン　
「安全は　心と時間の　ゆとりから」
「新入学児童・園児を交通事故から守
ろう」
◆運動の重点　
�1　全ての座席のシートベルトとチャイ�
　���ルドシートの正しい着用の徹底
�2　自転車の安全利用の推進
�3　飲酒運転の根絶
�4　二輪車の交通事故防止
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　今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦し
てください。正解者の中から抽選で3人の方に、図
書カード（1,000 円分）をプレゼントします。

　総額 210 億円余りとなった本年度予算。町政
運営の基本的な経費を計上する、最も予算規模
の大きい会計は次のうちどれでしょう。

①特別会計      ②一般会計       ③企業会計

応募方法◆町内在住の方で、１人１通に限ります。答
え・住所・氏名・年齢・電話番号と、本誌の感想を必
ずご記入の上お送りください。
締め切り日◆ 4月8日（木）（郵送の場合当日消印有効）
あて先◆　
はがきの場合�..........〒243-0392　角田 251-1　
�������������������������������������総務課広報広聴班
ファクスの場合�..... 286-5021
電子メールの場合�.... e-mail@town.aikawa.kanagawa.jp
正解と当選者は5月1日号でお知らせします。

3 月号の答えと当選者（敬称略） ■正解：③ 287件�　�■当選者：金子芳文・小島如花・福井とみ子・小島靖子・榎本清子

　子育て支援センターは、就学前のお子さんと保護者が親子で
遊ぶところです。子ども同士・保護者同士の交流を通して、楽し
いひとときを過ごしましょう。
　毎週木曜日に開催する年齢別の “子育て広場 ”では、それぞ
れの年齢の子が喜ぶ遊びやお母さんの仲間作りの時間、その年
齢に合った子育ての話などを行っています。
　まだ利用されたことがない方も、ぜひ気軽にお越しください。
　子育ての喜びや悩みなどを、みんなで共有しましょう。
〈子育て支援センターの利用案内〉
場所◆福祉センター3階
利用日時◆月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前9時～１１時30分、午後1時30分～4時

プチ

LOVE

0 歳児広場（新聞紙で遊ぼう！）

子育て支援センター　☎ 285-8345（やさしいこ）問い合わせ

●子育てサロン. .  .  .  .  .  .  .  .自由遊び、紙芝居、絵本の読み聞かせ、手遊びなど
●子育て広場 .. .. .. .. .. .. .. .. .. .年齢に合った遊び（年齢別に月1回）
●子育て相談 . .  .  .  .  .  .  .  .  .育児の悩みや心配事の相談（随時）
●子育て講座. .  .  .  .  .  .  .  .  .子育てホッとタイム（講話・お楽しみ会など月1回）
●子育てに関する情報提供
●あい通信の発行. .  .  .  .  .その月の活動内容などをお知らせ（毎月1回）
●移動子育てサロン. .  .  .子育て支援センターのスタッフが、次の場所に出掛けてサロンを開設
　・レディースプラザ　毎月第1・第3火曜日
　・ラビンプラザ　毎月第1・第3金曜日
　※時間は、いずれも午前9時30分～11時30分

主な内容
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月
岡本医院
281-0114
半原 4431

石井医院
281-2105
半原 2266-1

熊坂外科
呼吸器科医院
285-1139
中津 7417

関根医院
286-5431
角田 1345-1

河　　野
内科医院
286-7700
角田 274

和田医院
281-3688
田代 108

さ�く�ら
クリニック
284-1002
中津 1814-1

八　　木
クリニック
280-1888
半原 2724-1

愛川北部
病　　院
284-2121
角田 281-1

4 4 11 25 18

5 23 16 9 30

6 13 6 27 20

7 4 18 25 11 19

8 15 29 8 1 22

9 20 5 19 23 26 12

10 24 31 17 10 3 11

11 3 7 21 23 28 14

12 12 19 5 23 26

1 9 23 30 10 16

2 13 11 20 6 27

3 6 13 27 21 20

　　　　 保　健　ガ　イ　ド

  救急医療一覧表（４月～平成23年3月）
●日曜・祝日当番医　　診療時間◆午前9時～ 11時30分、午後2時～ 4時30分

●休日・夜間診療
厚木市休日夜間急患診療所（メジカルセンター）
◆厚木市水引 1-16-45　☎ 297-5199

●休日歯科診療
厚木市休日歯科診療所
◆厚木市中町1-4-1　
　厚木市総合福祉センター1階..　☎224-60�1

●病院群輪番制診療
診療時間◆平日夜間…午後5時～翌日の午前9時
　　　　　土曜日…正午～翌日の午前9時
　　　　　休日・休日夜間…午前9時～翌日の午前9時
診療科目◆内科系・外科系

救急医療機関などの問い合わせ

※都合により当番医が変更になる場合がありますので、必ず電話などで確認してからお出掛けください。
※上記以外の日曜・祝日は、下記の厚木市休日夜間急患診療所（メジカルセンター）をご利用ください。

診療日 診療時間

平　日 午後7時～ 9時30分

土曜日 午後6時～ 9時30分

休　日

午前9時～ 11時30分

午後2時～ 4時30分

午後6時～ 9時30分

診療日 診療時間

休　日
午前10時～正午

午後1時～ 5時

※ �4 月から所在地が変更されましたので、ご注意く
ださい。

診療日
第 1当番病院 第 2当番病院

病院名 住所 電話 病院名

月 湘南厚木病院 厚木市温水118-1 223-3636

東名厚木病院
厚木市船子232
☎229-1771

火 愛川北部病院 愛川町角田281-1 284-2121

水 近藤病院 厚木市東町3-3 221-2375

木 仁厚会病院 厚木市中町3-8-11 221-3330

金 東名厚木病院 厚木市船子232 229-1771

土 森の里病院 厚木市森の里3-1-1 247-2121

愛川町消防本部.☎ 2�5-3131 休日診療のテレホンサービス☎223-1000
※休日・夜間診療は、救急患者に備えて設けられたもので、一般診療所ではありません。
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4日：河野内科医院（☎2�6-7700）　..　11日：和田医院（☎2�1-36��）...
1�日：愛川北部病院（☎2�4-2121）...　　25日：さくらクリニック（☎2�4-1002）.
そのほかの日曜・祝日：厚木市休日夜間急患診療所（メジカルセンター☎297-5199）
※都合により変更する場合がありますので、電話で確認してからお出掛けください。

   今月の日曜・祝日当番医

対象◆町内在住の方
内容◆保健師・栄養士・看護師による
健康相談、身体測定、体脂肪測定、
血圧測定、尿検査など
問い合わせ◆健康長寿課健康づくり
班☎（内線）3339
※�予約の必要はありませんので、当
日直接会場へお越しください。

  予防接種を受けましょう！

　対象年齢で未接種の方には通知をし
ていますので、指定医療機関で接種し
てください。

予防接種名 対　象 接種
回数

DTワクチン
【ジフテリア・破
傷風の予防】

11歳・12歳の方

1回

MRワクチン
【麻しん・風し
んの予防】

※3月31日まで
に接種してくだ
さい。

（第2期）
平成16年4月2日～
平成17年4月1日
生まれの方
（第3期）
平成9年4月2日～
平成10年4月1日
生まれの方
（第4期）
平成4年4月2日～
平成5年4月1日
生まれの方

問い合わせ◆子育て支援課母子保健
班☎（内線）3364

  がん検診のお知らせ

　対象者（世帯主あて）には、4月中旬
に申込書を送付します。希望する方は、
必要事項を記入の上、4月28日（水）ま
でに返送してください。
対象◆
胃・肺・大腸がん
検診
（集団検診のみ）

40歳以上の方
（昭和46年3月31日以前
に生まれた方）

乳がん検診
（集団・医療機関
検診）

25歳以上の女性
（昭和61年3月31日以前
に生まれた方）

子宮がん検診
（集団・医療機関
検診）

20歳以上の女性
（平成3年3月31日以前
に生まれた方）

内容◆
●集団検診（6月～8月実施、乳房エッ
クス線検査は11月～12月実施）

項目 内容 負担金

胃がん検診 問診、エックス線間接撮影 1,300円

肺がん検診

問診、エックス線
間接撮影 700円

問診、エックス線間
接撮影・喀

かくた ん

痰検査
1,500円

大腸がん検
診

問診、便潜血反応
検査 500円

乳がん検診
問診、視触診 900円
問診、視触診、乳房
エックス線検査※ 1,800円

子宮がん検
診 問診、頸

けい

部細胞診 1,100円

※�乳房エックス線検査の対象者は、平
成23年3月31日現在、40歳以上で偶

数年齢の方です。
●医療機関検診（8月～1月実施）

項目 内容 負担金

乳がん検診 問診、視触診 900円

子宮がん検
診

問診、頸部細胞診 2,000円

問診、頸部細胞診、
体部細胞診

3,300円

※�昭和16年3月31日以前に生まれた方
は、受信者負担金が無料となります。
※�次に該当する方は、受信者負担金の
免除が受けられますので、事前（受診
券到着後）に申請してください。
　①生活保護を受けている方
　②町民税非課税世帯の方
問い合わせ◆健康長寿課健康づくり班
☎（内線）3339

　

１年に１回は健康診断を
受けましょう

　メタボリックシンドロームという
言葉をご存じですか？
　メタボリックシンドロームとは、
内臓脂肪症候群と言われ、次の診
断基準に基づいています。

診断基準
腹囲（おへそ周り）が男性で85
センチ以上・女性で90センチ以
上の方のうち、次の項目に2つ
以上該当する方はメタボリック
シンドロームと診断されます。

●�中性脂肪：150mg/dl以上または
HDLコレステロール：40mg/dl未満
●�空腹時血糖：110mg/dl以上また
はヘモグロビンA1c:5.5%以上

●�収縮期血圧：130mmHg以上また
は拡張期血圧：85mmHg以上
　メタボリックシンドロームの状態
が進むと将来、糖尿病や心疾患、
脳血管障害など生活習慣病の発症
に影響します。
　このような生活習慣病は、日常
生活の積み重ねで始まり、加齢に
よって進行します。発病しないため
の予防策としては、禁煙・節酒・バラ
ンスの良い食事・動物脂肪の摂取制
限・適度な運動など生活習慣の改善
が大切です。
　生活習慣を見直すためには、健
康診断を受け、根拠に基づき見直
すことが効率的です。健診結果か
ら生活習慣の傾向が見えてきます。
　1年に1回は健康診断を受け、自
分の体の状態を知るとともに、健
康的な生活習慣を身に付けること
で、生涯を健康に過ごしましょう。

保健師
から

一言
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  　　　乳幼児の健康診査

受付時間◆午後1時～ 2時15分（5月13
日は午後1時15分～ 2時15分）
会場◆町保健センター
問い合わせ◆子育て支援課母子保健
班☎（内線）3364

対　象 期　日 持ち物
4カ月児

（平成21年12
月生まれ）

5月18日
（火）

母子健康手帳、
問診票

10カ月児
（平成21年7
月生まれ）

5月13日
（木）

母子健康手帳、
問診票

１歳6カ月児
（平成20年10
月生まれ）

5月14日
（金）

母子健康手帳、
問診票、歯ブ
ラシ、タオル

3歳6カ月児
（平成18年10
月生まれ）

5月11日
（火）

母子健康手帳、
問診票、歯ブ
ラシ、タオル、
当日の朝の尿、
視力・聴力の調
査票（記入済み
のもの）

※�対象者には4月下旬に必要書類を送
付しますので、届かない方はご連
絡ください。

  　　　お子さんの歯科保健指導

期日◆4月22日（木）
会場◆町保健センター
持ち物◆母子健康手帳、問診票、歯
ブラシ、タオル
問い合わせ◆子育て支援課母子保健
班☎（内線）3364

歯科保健指導 対　象 受付時間
むしばいばい
（虫歯予防）

教室

・平成21年
��3月生まれ

午前9時
30分～
9時55分

２歳児
歯科検診

・平成20年
��3月生まれ

午後１時～
１時45分

・平成19年
��9月生まれ

午後１時
30分～
２時15分

※�育児について心配のある方は、保健
師・栄養士が相談をお受けします。
※�むしばいばい教室の開始時間は午前
10時から、終了時間は正午ごろに

なります。
※�2歳児歯科検診では、身長・体重測
定も行っています。
※�対象者には4月上旬に必要書類を送
付しますので、届かない方はご連絡
ください。

  　　  マタニティセミナー（第 1 回）

時間◆午後1時10分～４時（2日目のみ
午前10時～午後1時）
会場◆町保健センター（2日目のみレ
ディースプラザ）
対象◆初めて出産する方および経産婦
で希望する方　※託児なし
持ち物◆母子健康手帳、筆記用具
申し込みと問い合わせ◆予約が必要で
すので、子育て支援課母子保健班☎（内
線）3364へお申し込みください。

期日 内容

【1日目】
5月10日（月）

オリエンテーション、自己
紹介、講義｢妊娠から分娩
経過と過ごし方について｣、
妊婦体操・ハンドマッサー
ジ・交流会
※�運動のできる服装、バス
タオル、テキスト代（400
円）をお持ちください。

【2日目】
5月17日（月）

妊娠中の食事について（調
理実習・試食）
※�エプロン、三角きん、食
材費（400円）をお持ちく
ださい。

【3日目】
5月24日（月）

講義｢お母さんと赤ちゃん
の歯について｣・｢産後の生
活について｣・｢赤ちゃんの
世話について｣、赤ちゃん
との触れ合い（子育て支援
センター訪問）、マタニティ
セミナー経験者の皆さんと
の交流
※歯ブラシをお持ちください。

【4日目】
5月31日（月）

講義｢ファミリープラン（家
族計画）について｣、もく浴
実習、ビデオ上映
※�ご都合のよい方はご夫婦
でお越しください。

�

※４日間で１コースです。

  　　　ポリオ生ワクチン予防接種

受付時間◆午後1時10分～ 1時45分
会場◆町保健センター
対象◆生後3カ月～ 7歳6カ月未満の
子（標準的な接種期間は、生後3カ月
～ 1歳6カ月未満）
接種回数◆41日以上の間隔を空けて2
回接種
持ち物◆母子健康手帳、予診票
問い合わせ◆子育て支援課母子保健
班☎（内線）3364
期日 対象者
4月2日
（金） 平成21年1月・2月生まれ

4月5日
（月） 平成21年3月・4月生まれ

4月12日
（月）

平成21年5月生まれと未接種
の子

4月14日
（水）

平成21年6月生まれと未接種
の子

4月15日
（木） 平成21年7月・8月生まれ

4月21日
（水） 平成21年9月・10月生まれ

4月28日
（水）

平成21年11月生まれと未接
種の子

4月30日
（金）

平成21年12月生まれと未接
種の子

  　　　すくすく親子健康相談

日時◆4月27日（火）午前9時30分～11時
会場◆町保健センター
対象◆就学前の子とその保護者
内容◆保健師・栄養士・看護師による
健康相談、身体測定、体脂肪測定、
血圧測定、尿検査など
持ち物◆母子健康手帳
問い合わせ◆子育て支援課母子保健
班☎（内線）3364
※�予約の必要はありませんので、当
日直接会場へお越しください。

  ヘルスあっぷ相談

日時◆4月19日（月）午後2時～3時
会場◆町保健センター

　　　　 保　健　ガ   イ　ド
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未
来
の
日
本
代
表
を
目
指
し
て

【
ハ
リ
マ
オ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
】

　

ハ
リ
マ
オ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
設
立
か
ら
34
年
目
を
迎
え
、
現
在
１
２
０
人
も

の
メ
ン
バ
ー
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
５
０
０
チ
ー
ム
以
上
が
参
加
す
る
県
の

８
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
３
位
に
な
る
な
ど
、
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ハ
リ
マ
オ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
。「
こ
の
年
齢
層
は
、
プ
レ
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
ー
ジ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
ー
ジ
と
い
わ
れ
ま
す
。
教
え
た
こ
と
を
即
座

に
す
べ
て
吸
収
で
き
る
、
一
生
に
一
度
し
か
訪
れ
な
い
大
切
な
時
期
で
す
」
と
監
督

の
齋
藤
さ
ん
。
小
学
生
ま
で
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ボ
ー
ル
を
自
在
に
扱
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
礼
儀
や
協
調
性
、
規
律
あ
る
生
活
態
度
な
ど
を
学
ば

せ
る
の
も
目
標
の
一
つ
と
の
こ
と
。

　

１
月
に
は
、
４
年
生
以
上
を
対
象
に
、
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
元
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
、
遠
藤
彰
弘
・
福
西
崇
史
・
山
口
貴
之
の
３
選
手
に
よ
る
特
別
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

あ
こ
が
れ
の
選
手
か
ら
「
こ
の
中
か
ら
将
来
、
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
や
日
本
代
表
が
出
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
激
励
さ
れ
、
皆
き
ら
き
ら
と
瞳
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
町
か
ら
日
本
代
表
が
誕
生
す
る
日
は
、
そ

う
遠
く
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

活
動
日
◆
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
は
練
習
、
土
曜
・
日

曜
日
は
対
外
試
合

主
な
練
習
場
所
◆
菅
原
小
学
校

問
い
合
わ
せ
◆
事
務
局（
梅
澤
）☎
２
８
６-

４
４
４
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
◆http://harim

ao.boo.jp/
index.htm

l

特別教室にて

●��「�

み
ん
な
の
活
動
フ
ァ
イ
ル
」「
わ
た
し
の
と
っ
て
お
き
」
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

掲
載
希
望
の
方
は
、
総
務
課
広
報

広
聴
班
☎
（
内
線
）
３
２
２
１
ま
で
。「
わ
た
し
の
と
っ
て
お
き
」
は
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
作
品
の
解

説
な
ど
を
明
記
の
上
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
◆koho@

tow
n.

aikaw
a.kanagaw

a.jp

※
営
利
目
的
や
宗
教
・
政
治
色
が
強
い
も
の
は
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。

「霜柱」という植物です。
冬の朝、茎に氷の結晶（白
い部分）ができるので、
この名前がつきました。
　（中津：斉藤道義さん）夏に鎌倉に行ったときの

写真です。先日倒れてし
まった大イチョウが写っ
ています。
（中津：梅澤さん）



文 化の発展に貢献して10年
～中津公民館まつり～ 青 年海外協力隊の松井智之さん

マラウイへ派遣
　3月1日から7日まで、中津公民館（レディースプラザ）で中津
公民館まつりを開催し、多くの来場者でにぎわいました。
　中津公民館を利用する団体が日ごろの活動の成果を発表
するこのまつりは、ことしで10周年を迎えました。大正琴や
舞踊、健康体操などの発表会をはじめ、手芸作品などの展
示や各種体験教室などが行われ、地域文化の発展や生涯学
習の推進に貢献する有意義な催しとして定着しています。

統 計調査の功績をたたえ
登録調査員3人が表彰

　2月7日に開催
された神奈川県
統計大会で、山
口勝代さん、斉
藤夕子さん、大
成幸子さん（いず
れも半原）の3人
が、経済産業省
所管統計調査功
績者として県知事
から表彰されまし
た。3人は長年に
わたり本町の登
録調査員として各種統計調査に従事されており、その功績
が認められたものです。

15

左から山口さん、斉藤さん、大成さん

　JICA（独立行政法人国際協力機構）が実施している青年海
外協力隊の一員として、アフリカのマラウイ共和国に2年間
派遣される松井智之さん（半原、写真左）が3月15日、山田町
長を表敬訪問しました。
　青年海外協力隊は、自分の持っている技術・知識や経験を生
かして開発途上国の人々のために活動する海外でのボランティ
アで、これまでに３万人以上が世界各国へ派遣されています。
　松井さんは、マラウイ国内の職業訓練校の自動車学科講
師として、自動車整備の実務や教科の指導にあたります。
　山田町長から「現地の風土に慣れるまで大変だと思います
が、町民を代表してがんばってほしい」と激励の言葉を受け
た松井さんは、「自分の持っている知識・技術を現地の方に全
力で伝え、マラウイ発展のために少しでも役に立てるようが
んばりたい」と抱負を語ってくれました。松井さんのご活躍
を期待しています。

愛川トピックス
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県 央愛川農業協同組合
消防団等地域活動表彰を受賞

　2月25日、 日 本
消防会館で平成21
年度全国消防団員
意見発表会・消防
団等地域活動表彰
式が開催され、消
防団の活動や消防
団員である従業員
の災害時の出動な
ど、地域に密着し
た地域防災力の向上に積極的に協力している事業所として、
県央愛川農業協同組合（齋藤榮一代表理事組合長）が総務省
消防庁長官から表彰されました。
　併せて、全国的に減少傾向にある消防団員の確保に貢献
している事業所と認められたことから、　「消防団協力事業
所表示証」が総務省消防庁から交付されました。

町長に受賞を報告する齋藤組合長（左）



3月1日現在の人口と世帯
（　) 内は前月比

※住民基本台帳登載人口と外国人登録の合計・世帯数

	 人口	 43,499	 （20）
	 男	 22,620	 （11）
	 女	 20,879	 （ 9）
	 世帯	 17,378	 （21）

宮ケ瀬ダム完成10周年記念事業
あいかわ公園
つつじまつり

4月29日（祝）午前10時～午後3時

		日曜・祝日当番医の電話番号は、保健ガイド（P12）に掲載してあります。

4月 あいかわカレンダー

No.568

1 （木）消費生活相談

2 （金）法律相談　　ポリオ予防接種

3 （土）住民課休日窓口

4 （日）住民課休日窓口　　当番医：河野内科医院　　

5 （月）消費生活相談　　ポリオ予防接種

6 （火）4カ月児健康診査

7 （水）

8 （木）行政書士相談	　　消費生活相談　	　10カ月児健康診査　

9 （金）1歳6カ月児健康診査

10 （土）住民課休日窓口

11 （日）住民課休日窓口　　当番医：和田医院

12 （月）消費生活相談　　ポリオ予防接種

13 （火）3歳6カ月児健康診査

14 （水）司法書士法律相談　　ポリオ予防接種

15 （木）法律相談	　　消費生活相談　	　ポリオ予防接種

16 （金）

17 （土）半僧坊春の大祭

18 （日）当番医：愛川北部病院

19 （月）消費生活相談　　ヘルスあっぷ相談

20 （火）

21 （水）多重債務相談　　ポリオ予防接種

22 （木）消費生活相談　　むしばいばい教室　　２歳児歯科検診

23 （金）

24 （土）休日納税・相談窓口

25 （日）休日納税・相談窓口　　当番医：さくらクリニック

26 （月）消費生活相談

27 （火）すくすく親子健康相談

28 （水）交通事故相談　　ポリオ予防接種

29 （木）あいかわ公園つつじまつり

30 （金）ポリオ予防接種

　約40種、35,000本のツツジが見ごろを迎える
県立あいかわ公園で、「つつじまつり」を開催しま
す。地元特産品の販売、組みひもや和紙作り
体験、ステージイベントなどさまざまな催しが
ありますので、郷土資料館、工芸工房村、宮
ケ瀬ダムの見学や、広大な公園の散策ととも
にお楽しみください。
会場◆県立あいかわ公園
問い合わせ◆商工観光課観光振興班☎（内線）
3523

休館日・休園日

第1号公園体育館　　　　　　毎週火曜日		

田代運動公園・三増公園陸上競技場
毎週火曜日、30日（金）

町民活動サポートセンター　　毎週水曜日

文化会館・ラビンプラザ　　　  毎週火曜日

レディースプラザ　　　　　　　 27日（火）

図書館　　　　　　毎週火曜日、１日（木）

郷土資料館	　　　　　　　　	毎週月曜日

広報あいかわは、録音ボランティアグルー
プ「かえでの会」のご協力により、視覚障
害者用に音声テープ化されています。ご
希望の方は、社会福祉協議会にご連絡く
ださい。☎（内線）3792

編集・発行/愛川町総務部総務課
〒243-0392
神奈川県愛甲郡愛川町角田251-1
☎ 046-285-2111（代）
FAX046-286-5021
http://www.town.aikawa.kanagawa.jp/
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